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1  .  ご使用の前に…必ずお読みください。

ケースやノマネルを外さないでください。

火災，感電やけがを防ぐために，以下の注意事項をお守りください。

直射日光の当たる場所や，熱器具の近くに置か
ないでください。

花瓶など，水の入った容器を置かないでくださ

'> 0  

風通しの悪い所に置かないでくださし」

本セットはDC13. 8V用です。大型車などの24V D C安定化電源を使用する場合
には直接接続しないでください。 濡れた手で電源フ。ラグに触れないでください。

ほこりや湿気の多い所に置かないでください。

金属類や燃えやすいものを通風穴などから入れ
ないでください。

電源コードを抜き差しするときは，必ず電源プ
ラグを持って行ってください。

煙が出たり変な臭いがするときは，すぐに電源
プラグをコンセントから抜いて販売店またはサ
ービスセンターへご連絡ください。

クリーニングのご注意
①お手入れの際は，電源プラグをコンセントか

ら抜いてください。
②シンナーやベンジンなどで拭かないでください。
③汚れのひどいときは，水で薄めた中性洗剤を

ご使用ください。

…vo 3  



2nf一
定格および付属昂
定 格

TM- 231 TM- 2310 TM- 231S TM- 431 I  TM- 4310 TM- 431S TM- 531 
周波数範囲 M H z  144～146 430～440 ・1
電 波 型 式 F3( FM)  
ア ンテナインピーダ ンス 50.n 
使 用 温 度 範 囲 20°C～＋60℃ 

般 電 源 DC13. 8V ±  15%( 11. 7～15. SV) 
接 地 方 式 マイナス接地

f士 消費電流
送信（最大） 3. 5A以下 S A以下 l l A以下 3. 5A以下｜ S A以下 l OA以下 6 A以下

受信（無信号時） 0. 6A以下
周 波 数 安 定 度 ±l Oppm以下 士3ppm以下

様 寸法（幅× 高さ× 奥行）（突起物を含む） 勺： 140(141）× 40(42）× 110( 12l ) mm 勺： 140(141）× 40(42）× 160( 17l ) mm
重 量 0. 8kg 1. 0kg 0. 8kg 1. 0kg 1. 1kg 

HI  l OW 2 5W 5 0W l OW 2 5W 3 5W l OW 
送 送信出力 MI D 約 l W 約 l OW 約 l OW 約 l W 約 l OW 約 l OW

L OW 約0. 5W f J 2W 約5 W 約0. 5W 約2 W f 15W l W 
万，，r-ζ  調 方 式 リアクタンス変調

信 不 要 輯 事す 5皇 度 - 60dB以下 - 50dB以下
最 大 周 波 数 偏 移 ±5kHz  

部 変 調 ひ ず み （ 6  0  % 変調時） 3 %以下
マ イ ク ロ ホ ンインピーダンス 600. n 
;gz. ζ  信 方 式 ダプルスーパーヘテロダイン

受 中 間 周 波 数 第 l I F: 10. 695MHz，第2IF: 455kHz 第 l I F: 30. 825MHz，第2IF: 455kHz I  ・4
受信感度（ 1 2 d B S I N A D )  0. 16μV以下

信 選 択 度 6dB: 12kHz以上 - 60dB 24kHz以下（ただしTM- 541は36kHz以下）
ス ケ ／レ チ 感 度 O. l μV以下

部 低周波出 力 （ 5  % ひずみ時） 2 W以上（8.n負荷）
低 周 波 出 力 インピーダ ンス s.n 

4  
事1 :1260～1300 ・2: TM- 231/  431 ・3 : TM- 231D/ S、TM- 431D/ S、TM- 531 ・4：第l I F: 59. 7MHz，第2I F: 455kHz 
ご注意：1. J AI A（アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。 2. 定格は技術開発に伴い変更することがあります。



2 - 2 付属昂
7 イクロフォン ・・・・・・・・・・・・・・・・・一.... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1  
D C電源コード（ヒューズ20A× 2) ・・…...・ a ・……………. . . ・ H ・－－…・1
車載アングル・・…………………… …一………………… … … … … ・1
スタックプレート（T M231/ 231D/ 231Sを除く）・ H ・H ・.....・ H ・－－－ ・2 
平ワッシャー・・・・・・ @ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  ・・・・・・・・・・ . . . . . .  4  

タッピンねじ…ー・＠－ ……・…………… … … … … … … … … … 4  
六角セムスねじ… ⑧B … ・… … … … ー・… … … … … … … ・… … 4
六角スパナ… … … 乞二二二コ… … … … … … … H ・H ・－…. . . ・ H ・1
予備ヒューズ・・……・－ ………・・………………－ ・……………. . . ・ H ・1

TM- 231 ;  4 A  
T M  231D ;  l OA 
TM- 231S 15A 
TM- 431 5 A  
TM- 431D/ S;  l OA 
TM- 531 8 A  

保証書一……・・. . . . ・ H ・....・ H ・......・ H ・－…… H ・H ・－…...・ H ・....・ H ・－・・… 1
取扱説明書・・…－……・・…ー・…・…. . . . . ・ H ・....・ H ・－….... .・ H ・－……－… 1

ご注意：
ダンボール箱などは移動の際やアフターサービスのご依頼時など
のために保管しておいてください。

3. 設置および接続
3- 1. 設置
3 - 1 - 1 . 車載アングルの取り付け
ご注意．
1. 取り付け位置は，安全性，操作性を考慮して決めてくださ

L、。
2. 振動ではずれないように，しっかりと取り付けて〈ださい。

1. 付属の平ワッシャー及ぴ
タッピンねじ（各 4 個）
で，車載アングルを車体
に取り付けてください。
トランシーパに，付属の
六角セムスねじ4本をゆ

2  

るく止めます。
3. 車載アングルの切り込み

A にネジを合わせ，切り
込みに沿って奥へ進めま
す。（図A )

4. 車載アングルの切り込み
B にねじB を合わせます。

5. 車載アングルとトランシ
ーパの取り付け角度は切
り込みBの位置によって
3段階選べます。操作しや
すい位置を選んでくださ
い。（図B)

F 副fln
E雪

図 A

3 段階の角度が選べますロ

図 B
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6. 付属の六角スパナを使っ
て六角セムスねじを固く
締め， トランシーパを車
載アングルに固定しま
す。

3- 2. 接続
3 - 2 - 1 . アンテナについて

トランシーパーの性能は使用するアンテナにより，大きく左右
されます。本機の性能を十分発揮するためには，正しく調整され
た良いアンテナを使用してください。
本機のアンテナインピーダンスは，各バンド共50! 1に設計されて
おります。アンテナとの接続には， 8 D 2V,  RG- 8 / Uなど50! 1系の
同軸ケーブルをご使用ください。

アンテナとトランシーパーの聞が長くなる場合は，低損失の同
軸ケーブル（8 D 2 Vなど）をご使用ください。また，同軸ケーブ
ルとアンテナのインピーダンスマッチングをとり，アンテナ給電
部でS WR= l . 5以下で使ってください。 S WRか1蚤端に悪い場合，
本機の保護回路が動作し，送信出力が低下したり， TV! , B C！の原
因にもなります。

ご注意：
火災，感電，人体への傷害，または機器への損傷に対する保護

のために避雷器をご使用ください。

6  

3- 2- 2. 草載

D C電源コードは，バッテリーの端子に直接接続してください。
シガレットライタープラグは，電源の供給が不安定で、↑ 生能が保

持できないことがありますので，おすすめできません。

付属の川 LJ ÷~ 一一DCコードY ＇＂＇：；；：一一

アンテナへ

D C電源コード接続上のご注意：
1  . ショー卜事故防止のため，バッテリーの＠端子にあらかじめ

接続されている線をいったんはずしてください。
2. 取り付け，配線完了後バッテリーの＠端子を接続してくださ

L、。
3  . ヒューズホルダーは，耐熱性の防水テープなどで巻き，水滴

から保護してください。



バッテリーの配線は＠プラス， Gマイナスの極性に，主意して配線してくださいロ

エンジンJレ ム e 一一目一一＋客室内
赤色 「百1'  ヒ ユ ズ l 川‘  ー一一， トランシ

ノて』＿，、

クe ロメットなどを使って
D C電源コ ドが直接鉄
板の切り口に触れないよ
うにしてく 7三さい。

．シャーシ白配線穴が小さい場合は．ヒユース’ ホルダーを
介解して通してください。

4孟三百

ヒューズ交換

客室側

E同一一一一
この状態にして通す。

ヒューズが切れた時は各コードがショートなどで損傷していな
いかを確かめてから，指定容量のヒューズと交換してください。
イグニッション・ノイズ対策
車種によって大きなレベルのイグニッションノイズが発生する

場合は，車載用ノイズフィルター： P G 3 B，抵抗入りスパークプ
ラグなどの使用をご検討ください。

3 - 2 - 3 . 固定局
固定局運用には， 13. 8Vの（直流）電源が必要です。次のD C安

定化電源のご使用をおすすめします。
P S  22 ( TM- 231/ 431のみ）
P S  32 

ご注意

1  . 電源を接続する前に， トランシーパーおよびD C電源の電源ス
イッチをO F Fにしてく fゴさい。

2. すべての接続が完了するまで， D C電源のプラグをA Cコンセン
トに差さないでください。

ご注意．

極性を間違えないよう
に注意してください。

赤→⑤
黒→θ

AC I OOV  /  t D  ¥  
コンセント E 二二二コ

7  



4.  i集｛乍
4- 1 機能と名初1
4 - 1  - 1. 前面パネル

同開つまみ
各種の周波数，メモリ
ーチャンネルの設定お
よびスキャンの方向を
変えるために使います。

8  

V OLつまみ
音量を調節します。

S Q Lつまみ
時計方向に回して，無
信号時の“ ザー” とい
う音を消すスケルチ動
作に使います。

L O Wキー
送信出力を HI / MI D/
L θ W，またはHI / L OW
に切り換えます。

DI Mキー
Fキーを押して， F表
示が点灯している聞
に押すと，ディスプ
レイおよびつまみ類
のイルミネーション
の明るさが切り換わ
ります。

P OWE Rスイッチ
電源のON/ OF Fを行います。
V F Oキー， M Rキーを押しながら
電源を入れると，それぞれV F Oリ
セット，メモリーリセットになり
ます。
また，電源投入時にマイクロフォ
ンのP Fキーに本体のキーをプロ
グラムできます。
( <r＇？イクロフォン 13ページ）

マイクロフォン端子
付属の7 イクロフォンを接続してください。

マイクロフォン端子接続図
（セットの正面より見た園）

MI C 

S丁目Y( PTT) ② 

D WN ③ 
U P ④ 

⑦ GND( MI C)  

⑤検波出力（ I OOmV/ 10
k O）及ぴディジタル
信号入力

アナログ回路接続時
は必ず直流力ッ卜を
して下さい。

⑤ D O  av I  S OmA ma x  



V F Oキー
押すと V F O動作になります。同調つまみ
で周波数が変えられます。

一
ヤ
を

一
キ
一
一

一
ス
キ
一

一
ド
の
ロ
一

一
ン
こ
す
一

一
パ
度
ま

’
一
し
一

一
と
う
止
一

一
る
も
停
一

U
L
I

’
AVミ

一
仁
。
ヵ
・

一
統
す
ン
一

一
し
ま
ヤ
一

一
押
し
キ
一

一
上
始
ス
一

一
以
開
と
一

一
秒
を
す
一

一
1
ン
押
一

r－－
a
－旬、，、，‘白旬、白旬、，‘．

F キーを押して， F 表示が点灯している
聞に押すと，メモリーチャンネルやコ
ールチャンネルの内容がV F O動作に
移ります（メモリーシフト）。

r一一一一一一一一一一一一一一一一一、!  F キーを 1秒以上押して， F 表示が点滅 j
l している聞に押すと，スキャン再開条！
；件が切り換わります。 ： 
」－－－－・e・e・e・－－－－－－－－－ .J

このキーを押しながら電源を入れると，
コールチャンネルおよびメモリーチャ
ンネルの内容を除くすべての設定値は
解除され，初期設定値に戻ります。
( VF Oリセット）

M Rキー
押すとメモリーチャンネル動作となり，
同調つまみでメモリーされているチャン
ネルが選べます。

一
ン
度
し
一

一
ヤ
一
止
・

一
チ
う
停
一

一
一
も
は
一

リ
。
ン
一

一
モ
す
ヤ

一
メ
ま
キ
一

一
と
し
ス
一

一
る
始
’
一

一
け
開
と
一

一
統
を
す
一

一
し
ン
押
一

一
押
ヤ
を
一

一
上
キ
一
一

一
以
ス
キ

一
秒
ル
の
す
一

1
ネ
こ
ま
一

「‘
．． ‘、‘、．、、目、．司、．、．‘、・！・、．

F キーを押して同調つまみでメモリー
チャンネルを選ぴ， F表示が点灯して
いる聞に押すと，表示中の周波数がメ
モリーに書き込まれます。

.－＊・e・－－－－－－－－－－－－－－－－，!  F キーを 1秒以上押して， F表示が点滅 1
1している聞に押すと．メモリーチャンネ i
l ル動作て‘ 選択したメモリーチャンネル iLはロソクアウト（または解除）され抗 j
－・e・e・－－－－－・・・－－－－－－・e・－.J

このキーを押しながら電源を入れると，
メモリーはすべて初期設定値に戻りま
す。（ a - メモリーのリセット 18ページ）

MH zキー
V F  O動作の
時押すと， 100 (  1  
k Hz  以下の周 ｜ J 句E ｜ 
波数表示が消 し凶F 一一一一一e - J  
えます。この
間は，同調つ
まみまたは7 イクロフォンのUP / DWN
スイッチで，周波数を 1 MHzステップで
変えられます（MH zモード）。 10秒経っ
か，いずれかのキーまたはP T Tスイッチ
を押すと解除されます。

L OC Kキ－
F キーを押してF表示が点灯している
間に押すと，前面パネルのF キーを除
く全てのキーおよび同調つまみは動作
しなくなります。（マイクロフォンのキ
ーは動作します。）再ぴ繰り返すと解除
されます。
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CAL L  

C A L Lキー
コールチャンネルを
ON/ OF Fさせます。

R C  10接続の場合：
コントロールをR C 10に移
すため，ニのキーを押しな
がら電源を入れてください。

ξうBELLAL TONESH工F T REVSTEP DRS  

BE L L / ALキー
ベル機能を ON/ OF F
させます。

T ONE / S HI F Tキー
f甲すたv qこT, CTCSS ,  
OF Fに切り換わりま
す。 T とCT CS Sでは送
信時にあらかじめ設定
されたトーン周波数を
付加します。

RE V / S T E Pキー
シフト中またはスフ。リ
ットメモリー動作中に，
送受信周波数を反転さ
せるキーです。

TM- 531 
( ! ) ( /Jド

DRS  AL T  

DRS /  A L T  ( T M 531 
のみ）キー
デジタル・レコーデイ
ング・ユニット D R U 1  
をつけた時： DR S機
能を ON/ OF F させま
すロ

C Dキーファンクションキーの 2つめの機能を働かせるには，はじめにF キーを押します。 10秒間暗示がでます。 F表示が出ている聞に下
記のキー操作を行なってください。

；：五五L二一証言L二－・－ 1 r· －·：－！：；二三 －；：·；·； 二－；·－－ 1 ；三一雨量五~－~二二二·－·－ 1 r- －·~｛；；二一証平二；·－ 1 r・－；千両；弘二二
； 山 ン 川 波 数 に i i を約 5秒ごと にー i 送信周波数をシフトさ i i プを表示させるキーで i i  A L T動 向ON/ OF F i  
書換えます。 ハーし，その周波数が使いせるキーですo I  I す。表示中は同調つま！！を行いますo

i  i 用中であればビープ音 1 i  I  I み等で周波数ステ y プ I I  I  i で警報するアラート機 i i  i ；を変更できますo II 
_  __J i竺竺空竺「竺ーさ：.J l  

C Dキーファンクションキーの 3 つめの機能を働かせるには，はじめに同ーを 1秒以上押し続けます。 10秒間F表示が点滅します。
F表示が点滅している間に下記のキー操作を行なってください。

r;: ；；；土汗 ~1r 丈完工守 5 二百 γ にご員五五高三三寸｛プご；：－；； ON;ow1 r五百一一一一一一一一－ 1
1 限の周波数を設定しま： ：限の周波数を設定しま； ；れます。周波数が表示けさせます。 ”  －  

j 字。 ；；す。 ！！されている聞は，同調！ !  l  !  !  し J し… ！と：とで周円i l  1  し 一一＿_ j  : ! _: __j し 一＿＿_j し一一一一一一一一一j
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ディスプレイパネル
①②  ④⑤ ⑥  

⑦ 

。
⑫ 

① L O C K  L OC K機能がO Nの時，点灯します。

② －  ＋ 受信周波数に対する送信周波数の十ーを示しま
す。表示なしは，送・受の周波数が同じ（シン
フ。レックス）です。
スプリットチャンネル中は 十が，同時に点灯
します。

③ R E V  

④ A L  

リパース動作中であることを示します。

メモリーチャンネル 1 を 5秒ごとにモニターす
るアラート動作中であるとこを示しますロ

⑤ D R S  

⑥ C T C S S  唯昆」をつけた時：トン周i皮数の一致したL一信号のみを受信するト一ンスケノレチ斬
ることを示します。

トーンがO Nの時点灯します。

⑦ <lrn:IlC> ( TM- 531のみ） A L T機能がO Nの時点灯します。

⑧ G  ベル機能がO Nの時点灯します。信号を受信す
ると，点滅になります。⑧

⑬
⑬
⑬
⑬
 

⑨ 送・受信周波数，周波数ステップ， トーン周波

1ss8. 888s 数を表示します。

⑩ L ースキ ャン吋 滅し抗

⑪ 匡豆豆ヨ スケルチが聞いている時，点灯します。

⑬圃園田園圃圃 受信時はSメーター，送信時はR Fメーターにな
ります。

⑬「 F 一 一ーン1Fキーが押されている状態であることを示しま
I' J I す。 10秒以内につぎの動作を行なってください。
L 一一一二」（チャンネルナンバーは，最後に操作した番号が

表示されます。）

⑭「一一一一三「動作中のメモリーチャンネル番号を示しますロ
I  ...... I  I＊印がついている時はロソクアウトされていま
し竺一一一」す。コールチャンネル中は， C表示が点灯しま

す。

⑮~ーが出一時，一す。

⑩ L O WM工D 送信出力が， L O W（またはMI D）であることを
示します。表示なしはHIです。

11 



4 - 1 - 2 . 背面パネル

②
 

億
L

A
U
 

①アンテナ端子指定のコネクターて＼インピーダンス500のア
ンテナに接続してください。
T 乱1 231/ 231D/231S M型コネクタ－
T M  431/ 431D/  431S M型コネクタ－
TM531 N型コネクター

③ヒューズ
ホルダー

ヒューズは下記のとおりです。
TM- 231 :  4 A  
T M  231D :  l OA 
T 恥1 231S :  15A 
T M  431 :  5 A  
TM- 431D/ S:  l OA 
TM- 531 :  S A  ②電源コネクター 付属のD Cコードを介して， 13. SVの直流電源に

接続してください。 D Cコードは，赤が＋極，黒
が一極です。 ④外部スピーカ インピーダンスは snです。

一周端子

12 



4 - 1 - 3 . マイクロフォン

字そ
③ 

⑦ 

⑧ 

er ②UP / OWN 送受信周波数，メモリーチャンネル，周波数ス
（アップ／ダウ テップ， トーン周波数をアップまたはダウンさ
ン）スイッチ せるスイッチです。押し続けると連続して変化

します。
また，スキャンの方向が選択できます。

③P T T（プッシ押している間，送信状態になります。
ユ・トゥ・ト またスキャン，周波数ステップの選択， トーン
ークスイッ 周波数選択中にこのスイッチを押すと，その動
チ） 作が解除されます。

④CA L Lキ一 本体前面パネルのC A L Lキーと同じです（P. 10）。

⑤V F Oキー

⑥M Rキー

本体前面パネルのV F Oキーと同じです（P. 9）。

本体前面パネルのM Rキーと同じです（P. 9 ）。

⑦P F  （プログラ 本体前面パネルの下記（A ）のキーを押しながら
マブル・ファン P OWE Rスイッチを入れると，このキーは下記
クションキー） の ( B）のキーと同じになります。

( A)  ( B)  

MH z  キー MH z  キー
F  キー モニターキー
BE L L キー BE L L  キー
T ONE キー T ONE  キー
R E V  キー R E V  キー
DR S  キー DR S  キー
L O W キー L O W キー

初期設定はMH zキーです。
モニター：スケルチ動作をON/ OF F します。

⑧L OC Kスイッ P T Tスイッチ以外の 7 イクロフォンのすべて
チ のキーは動作しなくなります。

（本体のキーはロソクされません）

13 



4- 2 受信

4 - 2 - 1 . 受 信
1. 次のようにつまみおよびスイ y チをセットしてくださいロ

P OWE Rスイッチ : OF F  
V OLつまみ ：反時計方向いっぱい
D C電源の電源スイッチ（固定局の時） :  OF F  
S QLつまみ ：反時計方向いっ l品、

「」~~午竺：：：： J 止~；：：：~ 恒？？』：：：：J
図 1

2.  ( DC電源の電源スイソチ，つづいて）トランシーパーの
P OWE RスイソチをO Nにします。
ディスプレイパネルの表示が図 1のようになっていない場合
は．メモリーをリセソトしてください。
(,er リセット： 18ページ）

3.  V OLつまみを回すと，ノイズまたは信号が聞こえてきます。
聞きやすい音量にセットしてください。

4. 同調つまみなどで信号のない周波数を選択します。
5.  S QLつまみを回してノイズが消える点（スレッショルドポイ

ント）にセットしてください。
6. 希望の受信周波数にセ y トします。信号が入るとB US Y表示

が点灯し， Sメーターが点灯します。
7. 電源を切る時は，トランシーパーのP OWE Rスイッチ，つづい

てD C電源の電源スイッチをOF Fにしてくださし、。

14 

4 - 2 - 2 . 周波数の選択
送・受信周波数は， V F O動作時に選択できます。選択された送・
受信周波数は，メモリーチャンネルとコールチャンネルにメモリ
ーできます。
＜－ メモリーの書き換え 19ページ）

．動作の切り換え
V F O動作，メモリーチャンネル動作，コールチャンネル動作は下
図のキーで切り換わります。

V F O動 作

MRキー CAL Lキー

CAL Lキー

ev F o動作
1.  V F Oキーを押してV F O動作にします。
2. 同調つまみ， MH zキーまたは7 イクロフォンのUP / DWNス

イッチで希望の周波数にします。
．メモリーチャンネル動作
1.  M Rキーを f甲します。テ4 イスフ。レイノ、rネルにメモリーチャン

ネルが表示されます。
2. 同調つまみまたは7 イクロフォンのUP / DWNスイッチで希

望のメモリーチャンネルにします。



．コールチャンネル動作
1.  C A L Lキーを押します。ディスプレイノマネルにコールチャン

ネル表示“ C ” とコールチャンネル周波数が表示されます。
2. 再ぴC A L Lキーを押すと，呼ぴ出し前の状態にもどります。

4 - 2 - 3 . 周波数ステップの選択

周波数ステップは， 20kHzに初期設定されています。
下記の手順により変えることが出来ます。
1.  V F Oキーを押してV F O動作にします。
2.  F キーを押します。ディスプレイパネルにF表示が10秒間点灯

します。この聞にR E V / S T E Pキーを押します。
3. ディスプレイパネルに現在の周波数ステップが表示されます。
4. 同調つまみを回すか， 7 イクロフォンのUP / DWNスイァチ

を押して希望の周波数ステップを選んでください。
周波数ステップは下記のとおりです。

I  5  - 10 - 15 - 2日一 12. 5  - 25 - 5  
TM- 231/ S I  O  O  0  0 × × O  
TM- 431/ SI  O  O  O  O  O  O  0  
TM- 531 ×  。 ×  0  0  0  ×  

5. 設定後10秒経っか，または前面パネルのいずれかのキーを押
すと， V F O動作に戻ります。

TM- 431/ 531シリーズの場合， 12. 5kHz ,  25kHz と，その他のステ
ソプを切り換えた場合の周波数補正は，次表のとおりです。

5, I  0, 15. 20から 12. 5, 25へ 12, 5, 25から5, I  0, 15, 20へ
0, 5  。 。 。
10, 15 12. 5 10 

201•1), 25 
25102'  25 20 

30,  35 37. 5 30 
40,  45 

50 
50, 55 

50 50 
62. 5 60 

60, 65 75 70 
70, 75 

75 
87. 5 80 

80, 85 
90, 95 

伊I] 439,  9201市川MH zで・運用中， 20kHzステ y プから 12. 5kHzステ
ップに切り換えます。
周波数は， 439, 9325MHzではなく， 439, 9251叩 MH zになりま
す。

20kHzステップ 12. 5kHzステップ

1n 9.9i 'D i二｜ー r" 3  9.9" s  (:J 
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V F O動作の可変範囲を， MH z単位で任意にプログラムする機能

です。 0  

0  

4 - 2 - 4 . ブログラマブルV F O

1.  V F Oキーを押して V F O動
作にします。同調つまみ等
で希望する下限の周波数を
設定します。
例. 432MHz台を希望する
場合432. 000- 432.  995のい
づれでもよい。

2.  F キーを 1秒以上押し続け
ます。ディスプレイパネル
にF表示が点滅します。

3. この間 (10秒，）に， C A L Lキ
ーを押します。 F 表示は消
え，下限の周波数が設定さ
h まし fこ。

4.  MH zモード等で希望する
上限の周波数を設定します。
( - MHzモード 9ページ）

16 

吋 3~.560 ［二J

る l 秒以上押す

切J l . 560 l「＼］

点；威

叫む

。
円 S. 「

l
J一一

一
一

一
一

r
l

』

（仔1J. 435MHz台を希望する
場合は435. 000- 435.  995の
いづれでもよい）

5.  F キーを I 秒以上押し続け
ます。
ディスプレイパネルにF 表
示が点滅します。

6. この間（10秒）に， BE L L /
A Lキーを押します。
F表示は i肖え，上限の周波
数が設定されました。

7. 同調つまみを回して， V F O
動作で変えられる周波数範
囲が，設定したとおりにな
っていることを石笹かめてく
fごきし、。
（例は， 20J王Hzステyフ。のtl言
合）

8. フ。ログラ 7 ブルV F Oを解
除するには，電源を切り，
V F Oキーを押しながら電
源を入れます。
( - V F Oリセット 9 ペー
ジ）

。
( MHzモード解除）

る 1秒以上押す

t415.5 6  D  ［「；J
Sl . l l ' F" -1-3 －巳ーヲ－•→，，＿

点滅

εコ

じ：：；；；；J

。日



4 - 2 - 5 .  AL T ( Aut o L oc k  Tuni ng）機能（TM- 531のみ）

受信周波数と相手局の送信周波数にずれが生じると．歪みや雑音
が感じられます。このような場合にA L T機能を動作させると，自
動的に受信周波数を補正します。

色
1. F キーを押します。デイス

プレイにF表示が点灯しま 11 l, 5.D DD t~ ==fJ 
す。

2.  F 表示が点灯している間
(10秒）にDRS / AL Tキーを
押します。ディスプレイパ
ネルにA L T表示が点灯し，
A L T機能が動作している
ことを示します。
矢印は，受信周波数を基準
にした相手局の送信周波数
のずれの方向を示します。

Gコ

お S. DDD 1
l」

一一一一－一－一
r
l
L
 ~町 TTT'T'TTT"ri τ 官 τ1

…
昨
｜
…

働
｜

Lq
官

送
送

3. 再ぴF キーを押して， DRS / AL Tキーを押すと， A L T柚能は解
除され， A L T表示も消えます。

ご注意：
受信周波数を補正しでも，周波数表示は変わりません。

4 - 3 送信

ご注意．
1. 送信する前に，低SWR( l . 5以下）のアンテナが接続されてい

ることを確かめてください。
2. 送信する前に必ずその周波数を受信し，他局が交信していな

いことを確かめてください。
3. ハイパワーで長時間送信すると，機器の温度が上昇し，故障

の原因となることもありますので，ご注意ください。

ご注意（TM- 531のみ）
移動する局として免許をうけたアマチュア局が常置場所以外
で電波を発射する場合，空中線電力は l W以下に制限されて
います。 L O Wキーを押して，送信出力をL O Wに切り換えて
くfごさい。

1. 希望の周波数を設定します。
2.  7 イクロフォンのP T Tスイッチを押します。ディスプレイパ
ネルに~表示がつき， RF メーターが点灯します。

3. マイクロフォンに向かつてお話しください。マイクロフォン
と口もとの間隔は 5咽位が適当です。
声が大きすぎたり，マイクロフォンに近づきすぎると．送信
信号が大きくひずみます。遠すぎると弱くて聞き取りにくく
なります。

4.  P T Tスイッチをはなすと，受信状態に戻ります。
~表示が i 肖え，メーターは S メーターに変わります。
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4 - 4 メモリー

4 - 4 - 1 . メモリーの保持
メモリーの保持は，内蔵のリチウム電池で行なっています。従っ
て電源スイッチを切ってもメモリーは保持されます。前にメモリ
ーした周波数が消えて初期設定値になるようでしたら， リチウム
電池の寿命｛約 5年）です。ご購入店または当社サービスセンタ
ーで電池を交換してくださ L、（有料）。

4 - 4 - 2 . メモリーの初期設定値（工場出荷時）

TM- 231 TM- 431 TM- 531 

V F O周波数
メモリーチャンネル
の周波数 145. 000MHz 433. 000MHz  1295.  000MHz  

コールチャンネル
周波数
V F O周波数ステップ 20kHz 20kHz 20kHz 

メモリーチャンネル
番号

I CH I CH I CH 

トーン周波数 88. SHz  88. SHz  88. SHz  

．メモリーのリセット
1. 電源スイッチをOF Fにする。
2.  M Rキーを押しながら電源スイッチをO Nにする。メモリーは

全て初期設定値になります。

18 

4 - 4 - 3 . メモリーチャンネル
メモリーできるチャンネル数は， 20チャンネルです。下記のチャ
ンネルには，通常のメモリーチャンネルとしての機能以外に次の
ような機能があります。

メモリーチャンネル1 アラートチャンネルとしてモニター
されます。

メモリーチャンネル15 プログラムスキャンの下限の周波数
になります。

メモリーチャンネル16 プログラムスキャンの上限の周波数
になります。

メモリーチャンネル17～20
スフ’ リットメモリーチャンネルにな
ります。

4 - 4 - 4 . メモリーの内容
各メモリーチャンネルにメモリーできる内容は下記のとおりです。

通常のメモ スプリツ卜 コールチャ
リーチャン チャンネル ンネル
ネル

送受信周波数
トーン周波数
トーンのON/ OF F 。 。 。
CTCSSσ ）ON/ OF F  
周波数ステップ
シフトの状態 。 。×  
リパースのON/ OF F

( 0メモリー可，× メモリー不可）



4 - 4 - 5 . メモリーの書換え
・通常のメモリーチャンネル
1.  V F Oキーを押して V F O動

作にし，同調つまみ等で希
望の周波数を選ぴます。
必要に応じて他のデータも
設定します。
（例. 439. 9207イナス

シフト， トーン
ON)  

2.  F キーを押します。ディス
プレイパネルにF表示が点
灯します。
メモリーチャンネル番号は，
最後に操作したメモリーチ
ャンネル番号です。
(  1列. SCH)  

3.  F 表示が点灯している間
( 10秒）に，同調つまみまた
はマイクロフォンの UP /
D W Nスイッチで希望のメ
モリーチャンネルを選ぴま
す。
（仔IJ. 5CH)  

同

00り虫92D r 一一一一 1

貝
U

[F--j] 
句3虫92D
町一一一一』

。
句19. 9l D ［土雪J

4. メモリーチャンネル選定後
10秒以内にM Rキーを押し
ます。 F表示とメモリーチ
ャンネル番号はi肖え，書き
込み前の動作に戻って，メ
モリーチャンネルの書換え
は完了します。

．スプリ 1ソ卜・メモリーチャンネル
受信周波数の設定
1.  V F Oキーを押して V F O動

作にします。

2. 同調つまみ等で希望の受信
周波数を選ぴます。必要に
応じて他のデータも設定し
ます。
（例. 145.  600MHz  

トーン ON)  

3.  F キーを押します。ディス
プレイパネルにF表示が点
灯します。

。
リ虫92D 「一一一一寸

。

。
ー
l
」

一一一一
一

一一
r
l
L
 

1句5. 5DD

ff> 

1ぜ5. 5DD iF 5; 
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4,  F 表示が点灯している間
(10秒）に，同調つまみまた
は 7 イクロフォンの UP /
D WNスイソチでメモリー
チャンネル17- 20の I つを
i茎ぴます。
（伊1]. ZOCH)  

5. メモリーチャンネル選定後
10秒以内にM Rキーを押し
ます。
F表示とメモリーチャンネ
ル番号は消え，受信周波数
の設定は完了します。

送信周波数の設定
6. 受信周波数設定後10秒以内

（＊）に，同調つまみ等で送
信周波数を設定します。
（仔・1]. 145.  700MHz )  
（牢）このまま 10秒以上経つ

た場合，またはメモリ
ーチャンネル動作を解
除した場合は，送信周
波数は受信周波数と同
じになります。

7.  M Rキーを押します。スプ
リットチャンネルの設定は
完了します。

20 

。
T  

l 可5.60  0  i:?1!! 

。

。
,  "5. 10 D  L 一一一一」

。

スプリットチャンネルの確認
8. 石室認のため， M Rキーを押

してスフ。リットチャンネル
を呼び出します。
受信周波数とー＋表示が点
灯します。

9.  R E Vキーを押して．送信周
波数を確認します。

．コールチャンネル
1. 同調つまみ等で希望の周波

数を選びます。
必要に応じて他のデータも
設定します。
（例， 439. 9207イナスシフ
卜， トーンON)

2.  F キーを押します。ディス
プレイパネルにF表示が点
灯します。メモリーチャン
ネル番号は，最後に操作し
たメモリーチャンネル番号
です。（例． S CH)  

。
1ザ5.6DO i；至。］

…c
 I  201 

- R E  V ・

I吋5. 100
S L OC ー－ 3 - ! 5ーヲ－・『，，』

'I 3虫920
一一－ 3 - 5ーフ→→，－

T  
「一一一一 1

L 一一一一」

付虫92  D  iぞ：：，！



3.  F 表示が点灯している間
(10秒）にC A L Lキーを押し
ます。
F 表示はi肖え，新らしく設
定したコールチャンネルに
なります。

Gコ
リ虫9 l D ー

l
」

一
一

一
一

一
一

T

一
一

「

l
L

4 - 4 - 6 . メモリーの呼び出し
4  2  2. 周波数の選択・メモリーチャンネル動作を参照してくださ
L、。

4 - 4 - 7 . メモリーシフト
ディスプレイパネルに表示中のメモリーチャンネル，またはコー
ルチャンネルの内容を， V F O動作に移す機能です。

1. メモリーチャンネル動作ま
たはコールチャンネル動作
の状態からF キーを押しま
す。
ディスプレイパネルにF表
示が点灯します。
（例. 5CHの439. 920MHzマ
イナスシフトを V F Oに移
す。）

り虫9 l D ［二亘j

εぅ
句39. 9l D ［と亙j

2.  F 表示が点灯している間
(10秒）にV F Oキーを押し
ます。
F表示は i肖え．メモリーチ
ャンネルまたはコールチャ
ンネルの内容がV F O動作
に移ります。

。
句39. 9l D＿［二二j

4 - 4 - 8 . アラート
メモリーチャンネル 1 を約 5秒ごとにモニターし，その周波数が
受信中 ( BUS Y O N）であればビープ音で警報します。
1. モニターしたい周波数をメ

モリーチャンネル 1 にいれ
ます。
( . r メモリーの書換え 19 
ページ）

2.  S QLつまみをスレッショ
ルド・ポイントにあわせま
す。

川 5. 600

so 
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3.  F キーを押します。ディス
プレイパネルにF表示が点
灯します。
F 表示が点灯している間
( IO秒）にBE L L / AL キーを
押します。
ディスプレイノマネルにA L
表示が点灯します。

4.  V F O動作に戻し，任意の周
波数で運用中もメモリーチ
ャンネル 1 のモニターを行
います。

εぅ
t句S. 6DD [F -,-J 
町一一一一一一・－

εコ

i 吋S.66LD 、1
1
J

一
一

一
一

－一一一
「

l
L

S L OCーー一一一E 』

ご注意：
メモリーチャンネル 1のCT CS S ON/ OF Fに関わりなく， BUS Y
O Nでビープ音の警報を出します。

5. 再ぴ 3 を繰り返すと，アラートは解除されます。

ご注意：
メモリーチャンネル 1 を受信中の約0. 2秒間は受信中の音声は中
断されます。
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4 - 5  スキャン
スキャンは， V F O周波数またはメモリーチャンネルを自動的に変
えながら受信する時に使用します。スキャンをO Nにする時は，ベ
ル機能をOF Fにしてください。
4 - 5 - 1 . スキャンの種類
ノ〈ンドスキャン ：バンドの全域をスキャンします。

( V F O動作で機能します。）
プログラムスキャン：メモリーチャンネル15と16に書き込まれた

周波数の聞をメモリーされた時の周波数ス
テップでスキャンします。（V F O動作で機
能します。）

メモリースキャン ：有効なメモリーチャンネルをスキャンしま
す。（メモリーチャンネル動作で機能しま
す。）

4 - 5 - 2 . スキャン再開条件
タイムオベレートスキャン（TO)

信号を受信するとスキャンは一時停止しま
す。信号の有るなしに関わらず，約 5 秒後
にスキャンを再開します。
初期設定はT Oです。

キャリアオベレートスキャン（CO)
信号を受信するとスキャンは停止します。
信号がなくなると，約 2 秒後にスキャンを
再開します。

スキャンの再開条件の変更
1. F キーを 1秒以上押し続けます。 F表示が点滅をはじめます。

2.  F表示が点滅している問（10秒間）にV F Oキーを押します。

3.  1. 2 の動作を繰り返すたぴに，タイムオベレートスキャン
とキャリアオベレートスキャンが切り換わります。

4 - 5 - 3 . バンドスキャン
1.  S QLつまみをスレッショ

ルド・ポイントに合わせま
す。

S10• 
2.  V F Oキーを 1 秒以上押し

続けます。

V F O 

9. 1秒以上押す

3.  MH zの・表示が点滅しスキ
ャンを開始します。

寸
［
」

一一一一一一

T

一一
「
｜
Lり虫9l D

点滅

4. スキャンはU P方向にスタートします。同調つまみまたは7 イ
クロフォンのUP / DWNキーで方向を変えることができますc

スキャンステ y プはスキャン開始時の周波数ステップと同じ
です。

5. 信号が入ると一定期間その局を受信します。その後は選択さ
れたスキャン再開条件に従います。

6. スキャンは. ' 7イクロフォンのP T Tスイッチまたはいずれか
のキーを押すと終了します。
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4 - 5 - 4 . プログラムスキャン
1.  S QLつまみをスレッショルド・ポイントに合わせます。
2. スキャンさせたい周波数の

低い方の値をメモリーチャ
ンネル15に入れます。
（例. 439.  640MHz )  

3. スキャンさせたい周波数の
高い方のf直をメモリーチャ
ンネル16に入れます。
(WiJ. 439.  920MHz )  

句39.6可g ［二極j

一一一
切19. 9l D ［店1
一一一一一』

ご注意：
プログラムスキャンのためにメモリーチャンネル15と16を使用す
る場合は，両チャンネルの周波数ステソプは同ーの状態でメモリ
ーしてくださし、
チャンネル15と16の周波数ステップが異なっている場合，または
メモリーチャンネル15の周波数が16より高い場合および同じ場合
は，バンドスキャンになります。

4.  V F O周 i皮数をメモリーチ
ャンネル15と16聞の値にし
ます。

24 

吋39. 1DD

5.  V F Oキーを 1 秒以上押し
続けます。 MH zの・表示が
点滅し，スキャンを開始し
ます。

。
1秒以上押す

w 虫1DD 1
l
J
 

－一
一一一

「

l
L

点，；，＆する

6. スキャンはU P方向にスタートします。同調つまみまたは7 イ
クロフォンのUP / DWNスイッチで方向を変えることができ
ます。
信号が入ると一定期間その局を受信します。その後は選択さ
れたスキャン再開条件に従います。

7. スキャンは，マイクロフォンのP T Tスイソチまたはいずれか
のキーを押すと終了します。

4  5 - 5 . メモリーチャンネルスキャン
1.  S QLつまみをスレソショルド・ポイントに合わせます。

2.  M Rキーを l 秒以上押しま
す。 MH z の・表示が点滅
し，スキャンを開始します。

。
l 秒以上押す

3. メモリーさ tLているチャン
ネルを， O～ 20へ順次スキ
ャンします。

り虫9c  D  i::l~! 

点，成する



ご注意：
メモリーされているチャンネルが 1つの時はスキャンしません。
メモリーロ Iソクアウトされているチャンネルは飛ばします。

5. 信号が入ると一定期間その局を受信します。その後は選択さ
れたスキャン再開条件に従います。

6. スキャンは， 7 イクロフォンのP T Tスイ 1ソチまたはいずれか
のキーを押すと終了します。

4 - 5 - 6 . メモリーチャンネルのロックアウト
任意のメモリーチャンネルを．メモリーチャンネル・スキャンの
対象から一時的に外す機能です。

1.  M Rキーを押して，メモリ
ーチャンネル動作にします。

2. 同調つまみまたは7 イクロ
フォンのU P / DWNスイッ
チでロックアウトさせたい
メモリーチャンネルを選択
します。
（例. 15CH)  

。
付 9.6吋D [::i~ ! 

3.  F キーを 1 秒以上押し続け εぅ
ます。ティスフ。レイノ f ネル 1秒以上押す

にF 表示が点滅します。こ
丁

の問（ 10秒）にM Rキーを押
句39.6吋B 「戸，s-;

します。
..同F －ー句ーー－ 3 - ! 5－ 『7 - ' i』ー- OV E

点i威する

4. ディスプレイパネルに＊＂ M R  

ークが表示され，そのチャ
。

ンネルはロソクアウトされ
まし fこ。 ｜円虫6吋g [;:i~ ] 

..同F －ー句ーー－ 3・ー・5・ーーヲ－ 9 -・・0 ＂開園園

5.  2 ～ 5 を繰り返すことで，最大全てのチャンネルをロソクア
ウトできます。

6. ロソクアウ卜されたチャンネルの解除は， 1  - 3 を繰り返し
てください。

25 



4 - 6 レピーター
U H F帯では，遠く離れた局どうしの交信ができるように，ピルの
屋上や山の上などの見通しの良い場所にレピーター（自動中継局）
が設置されています。
一般的にレピーターは，受信と送信の周波数が430MHz帯は 5
MHz ,  1200MHz帯は2 0MHz離れています。また，信号に88. 5Hz
のトーンが付加されている場合に動作します。

、、／ 刷（送信） 434.  92MHz  _, （受信） 439. 92MHz  
＼ （受信） 439.  92MHz  ，＂；ン民、（送信） 434. 92MHz  

J 曹司＼ ノ J 九宮 i ＼~回目。 l 、 ，γ  l"Jf-l I  、

普ft＇質管口事
Aさん 日さん Aさん 日さん

4 - 6 - 1 . レピーターの運用
本機はオートレピーターオフセット機能を採用しており，下記周
波数表示になると自動的に7 イナスシフト， トーンO Nの状態に
なります。

TM- 431の場合： 439MHz台の時一5 MHzシフト
TM- 531の場合： 1290- ZMHz台の時一2 0MHzシフト

受信周波数をレピーターの周波数（例， 439. 920MHz）に設定して
送信すると，－ 5 MHz （例， 434. 920MHz）になり，同時に内部の
88. 5Hz  （初期設定）のトーンがO Nになります。

T  

句1 t./.9lD 「一一一一寸

L ーーーーーーーー」

田・園田 ・圃圃．． 
S &, RF  - 1・・・3 ・・・5 - 7－ー・9 - - 0 V E同ーー
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1.  V F Oキーを押して V F O動作にし．希望するレピーターの周
波数を選択します。

2.  シフト， トーンO N （周i皮数88. 5Hz）を石室認します。
( . r シフト 27ページ， トーン周波数 28ページ）
ご注意：
送信する前に必ずその周波数を受信し，他局が交信していな
いことをお確かめください。

3.  7 イクロフォンのP T Tスイソチを押します。ディスプレイパ
ネルにO N AI R表示がつき， R Fメーターが点灯します。

4. マイクロフォンに向かつてお話しください。マイクロフォン
と口もとの間隔は 5 c四位が適当です。
ご注意：
声が大きすぎたり， 7 イクロフォンに近づきすぎると，送信
信号が大きくひずみます。また，遠すぎると弱くて聞き取り
にくくなります。

5.  P T Tスイッチをはなすと，受信状態に戻ります。 O NAI R表
示と R Fメーターも消えます。

4 - 6 - 2 . リ，tース
レピーターを使用した交信中に相手局と直接交信できるかどうか
をチェックするために，送・受信周波数を反転させる機能です。
シフト中，またはスプリットチャンネル使用中， R E Vキーを押す
と，送・受信の周波数がいれかわり， R E V表示が点灯します。も
う一度R E Vキーを押すと， リパースは解除されます。



439.  920MHz，ーシフトの例

REV PT Tスイッチ PTTスイッチ
キー OF F  ON  

OF F  トョ9. 9i ' O f二） ［吋句＇.9 r D :: J  
¥  圃圃圃圃・圃・・・圃巴と!.CJ)

ON  ~ ~ （吋証言i ' D :~_ j 吋1' 1.9i ' D ~-- 
¥  － ・圃園田園圃圃・巴旦J )  

バンドエソジを越える場合は， リパースにはなりません（次表参
照）。

4 - 6 - 3 . シフト
受信周波数に対して送信周波数を，十または一方向にシフトさせ
る機能です。各ノ〈ンドごとのシフト幅は下記のとうりです。

144MHz帯土 600kHz ( TM- 231/ 231D/ 231S)  
430MHz帯 ± 5  MH z  ( T M 431/ 431D/  431S)  
1200MHz帯 ± 2 0 MHz ( TM- 531)  

F キーを押してT ONE / S HI F Tキーを押すと，その度に十． ，シ
ンプレソクスに切り換わります。
ご注意：

バンドエッジを越えるシフトが設定された場合は，送信できませ
ん。

例. 439MHz帯

送信 I  受信周波数
周波数 I  430 I  431 I  432 I  433 I  434 I  43s 1  436 1  431 1  438 1  439 
+  5  MHz ｜叩 I436 I  431 I  438 I  439 I  シフ卜．リバースともに無効
- 5  MHz I  シフ卜，リバースともに無効 I  430 I  431 I  432 I  433 I  434 

4 - 6 - 4 .  トーンスケルチ（C T C S S )
トーンスケルチとは．自局と相手局のトーン周波数が一致した時
だけ受信させる機能です。
CT CS Sユニット T S U- 6 （別売）を取り付けたときのみ有効です。
T S U- 6をつけていない場合は， CT CS S表示は点灯しますが．
CT CS S動作は行し、ません。

1. あらかじめ相手局のトーン周波数と同じトーン周波数を選択
しておいてください。
（『トーン周波数（＝CT CS S周波数）の選択次頁）

2  .  T ONE / S HI F Tキーを押すたびに，下記のA→B→C に切り換
わります。
A.  トーン， CT CS Sともに

重力作しない。
B.  トーン周波数を送信す

る（T 表示が点灯）。
C. 設定したトーン周波数

と一致した信号を受信
した時のみスケルチが
開く（C T C S S表示が
点灯）。

εコ
「表示なし→ T →ー「
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CT CS S表示が点灯するまでT ONE / S HI F Tキーを繰り返し
＋甲してく丈f さい。
（トーンスケルチが機能している時は， S QLつまみを反時計
方向に回しきっても，ノイズは出なくなります。）

3.  トーンスケルチ動作を解除する場合は， T ONE / S HI F Tキー
をもう一度押してください。

ご注意
※ T ONEをO Nにすると，送信中は常にトーン周波数が付加され

ます。
T S U  6を取り付けていない場合でも，トーン信号を送信するこ
とは出来ますので，相手局のトーンスケルチを開くことは出来
ます。

28 

4 - 6 - 5 .  トーン周波数（＝C T C S S周波数）の選択
1.  F キーを 1秒以上押します。デ

ィスプレイパネルにF表示が点
滅します。この間0 0秒間）に
T ONE / S HI F Tキーを押します。

2. ディスフ。レイノ f ネルにトーン周
波数が表示されます。

3. 同調つまみまたは7 イクロフォ
ンの UP / DWNスイソチで， ト
ーン周波数は 1 ステソプづっ変
わります。
内蔵のトーン周波数は右表の38
i皮です。
（初期設定： 88. 5Hz)

4. 選択後10秒経っか，いずれかの
キーを押すと， トーン周波数の
設定は完了し元の動作に戻りま
す。

ご注意．

トーン周波数 ( Hz )

67 0  (97 .4) 136. 5 192. 8 

71 .9 100. 0 141 .3 203. 5 

74. 4 103. 5 146. 2 210.  7  

77 .0 107 .2 151 .4 218. 1 

79.  7  110.  9  156.  7  225.  7  

82. 5 114. 8 162. 2 233. 6 

85. 4 118. 8 167 .9 241. 8 

88. 5 123. 0 173. 8 250. 3 

91. 5 127 .3 179. 9 

94. 8 131 8  186. 2 

( TSU- 6には97 . 4Hz は
含まれていません。）

1.  CT CS Sは， トーンスケルチ・ユニット T SU- 6 （別売）をつけ
た時のみ動作します。

2.  レピーター使用時は，レピーターの性質上CT CS Sが使えませ
んので， CT CS SをOF Fにしてお使いください。

3. レピーターによる交信，またはトーンスケルチ（CT CS S）以
外は， T ONEキーはOF Fにしてくださし、。



4 － アベル機能（留守番着信表示）

特定局からの着信や，留守中の着信を，アラ
ーム音やべル表示で‘ 知らせる機能です。ベル
機能が動作している聞は，音声信号は入りま
せん。

1.  S QLつまみを右に回して，“ ザー” という
音を消します。

2.  BE L L / ALキーを押します。ベル表示が
点灯します。

~ 
7 イクロフォンのP Fキーがモニタースイソチに設定されて
いる場合は，ベル機能が動作している間も， P Fキーを押すと
音声を聞くことが出来ます。
＜－ モニター 13ページ）

3. 信号が入りスケルチが聞くと，約 5秒間アラーム音（プルプ
ル）が鳴り，ベル表示が点滅を開始します。
ご注意

トーンスケルチがO Nの時は， トーン信号が 1 秒以上一致し
た時だけベル機能が動作します。

4. ベル機能を解除する場合は， P T TスイソチまたはBE L L / AL
キーをもう一度押してください。

ご i主意：
ベル機能は，受信した電波の質（音声の低域歪や，イグニソショ
ンノイズの混入等）て＼誤動作する場合があります。 トーン周波
数を 141. 3Hz 以下に設定することにより，これらの影響を受けに
くくすることが出来ます。
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4 - 8  DRSCDI GI TAしR E CORDI NG
S Y S T E M)  

デジタル・レコーディング・ユニソト DRU- 1 （別売）をつけるこ
とで，送・受信信号の音声を録音／再生できます。
留守番モードを選択すれば，留守中の録音も出来ます。

DR Sキーを押すたひ’ に次の 3 ツのモードに変わります。
I . DRSモード ：マニュアルでの録音／再生，

音質・フレーズ等の設定。
DR S表示が点灯します。

2. 留守番モード：自動録音。
DR S表示とBE L L表示が点灯します。

3. DRSの解除

録音の前に，音質レベル，最大フレーズ数，録音をいれるフレー
ズ番号の選択を行います。初期設定は以下の通りです。

音質レベル
最大フレーズ数

レベル 1
8  

録音をいれるフレーズ 1  
（初期設定値のままでよい場合は， 4 8  3. 録音からお読みくださ
い。）

4 - 8 - 1  . 音質の選択
1.  DR Sキーを押します。デイ

スプレイパネルが右記のよ
うになります（DR Sモー
ド）。
R E Vキーを押します。押す
たびに音質レベル表示が

間む

D R S  

aa 8  I  I  i  
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1→ 2 → 3 → 1 に変わりま
す。
レベル 1が標準の音声です。
レベル 2' 3 は，録音時間
がそれぞれ 2 倍， 3 倍に延
ぴますが音質が粗くなりま
す。

Gコ
D R S  

DD 82 I  [: 

音質レベ Jレ表示

4 - 8 - 2 . 最大フレーズ数の選択
1.  (4 8- 1のDR Sモードの時）

BE L Lキーを押すたびに最
大フレーズ表示が 8 → 4 →
2→ I に変わります。

DD 吋 i
D R S  

4 「－－＇.
f  L一一一一J

最大フレーズ数表示

．最大フレーズ数と録音（再生）時間の関係
最大フレーズ数と録音（再生）時間の聞には次のような関係が有
りますロ
例えば，最大フレーズ数の 8 を選ぶと， 1 フレーズの録音時間は
4秒です。フレーズは， 1 , 2 , ・・・8 まで有るので． 8種の録
音が出来ます。
長い録音をしたい場合は，最大フレーズ数 1 を選択してください。
録音時聞は32秒になります。この場合フレーズは， 1つだけなの
で，別の録音をする時は，現在録音されている信号は消去されま
す。



最大フレーズ数 録音時間（音質レベル l の場合） （秒）

8  I  4  l  4  l  4  l  4  l  4  l  4  l  4  I  4  I  
4  I  8  l  8  l  8  l  8  I  
2  16 16 

32 

．録音時間の延長
音質レベルを 2' 3 に変えることで録音時間を下表のように延長
できます。

最大フレーズ数 録音時間（音質レベル 2 の場合） （秒）

8  I  8  I  8  I  8  l  8  I  8  I  8  I  8  l  8  I  
4  16 16 16 16 

2  32 32 

64 

最大フレーズ数 録音時間（音質レベル 3 の場合） （秒）

8  j  12j  12¥ 12¥ 12)  12)  12)  1イ12 

4  24 24 24 24 

2  48 48 

96 

4 - 8 - 3 . 録音
・受信音の録音
1. 録音したい周波数を設定し

ます。 V F O動作，メモリー
チャンネル動作，コールチ
ャンネル動作のいずれて忌も
録音出来ます。

-. 19. 9l D 
T  

「一一一－，

S L OF一一一一
2.  D R Sキーを押します。デイ

スプレイパネルが右記の
D R Sモードになります。同
調つまみを回して，録音を
入れるフレーズ番号を選択
します。

間む
D O S  

DD 8  I  I  [: 
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3.  V F Oキーを押します。受信
信号の録音が始まり，録音
時間｛秒単位）が変化しま
す。

4. 録音時聞がOになったら録
音は止まります。続けて録
音したい場合は，同調つま
みで別のフレーズを設定し，
V F Oキーを押して下さい。
録音中にいずれかのキーを
押した場合ι 録音は終了
します。

. . . イクロフォンからの録音
1.  D R Sキーを押します。デイ

スプレイパネルが右記の
D R Sモードになります。同
調つまみを回して，録音を
入れるフレーズ番号を選択
します。

32 

。
D R S  

8  I  I  [  

録音時間表示。
D R S  

DD 

v F O 。現在のフレーズ番号

聞の
D R S  

aa 8  l l  ［二二J

2.  M Rキーを押します。マイ
クロフォンの音声の録音が
始まり，録音時間（秒単位）
が変化します。
（送信する場合はP T Tスイ
ッチを押しながらM Rキー
を押します。）

3. 録音時間がOになったら録
音は止まります。続けて録
音したい場合は，同調つま
みで別のフレーズを設定し
て下さい。
録音中にいずれかのキーを
押した場合L 録音は終了
します。

4 - 8 - 4 . 再生
1.  ( 4- 8- 1のD R Sモードにし）

同調つまみを回して再生さ
せるフレーズを選択します。
（送信する時はP T Tスイッ
チを拘1しなカまら） C A L Lキ
ーを押します。
再生が始まり，再生時間（秒
単位）が変化します。

2. 再生し終わった時，または
し、ずれかのキーを押した時，
再生は終了します。

M O  

( PTTスイ y チ＋｝ 。
D R S  

D  I  s  ,a ［：二j
町一－ 7_,,._

D R S  

DD 8  /l  ［二二J

CAL L  

( PTTスイッチ＋） 在コ

D R S  

S i c  ［二二］
再生時間表示



4  8 - 5 . 留守番モード
1. 録音したい周波数を設定し

ます。 V F O動作，メモリー
チャンネル動作．コールチ
ャンネル動作のいずれでも
録音出来ます。

2.  S QLつまみをスレッショル
ド・ポイントに合わせます。
DR S キーを f甲して DR S モ
ードにし，音質等を設定し
ます。同調つまみを回して，
録音を入れるフレーズ番号
を選択します。

3. もう 1 度DR Sキーを押し
ます。 DR Sモードは終了し
テーィスフ。レイノ f ネ ル に

DR S表示と BE L L表示がと
もに点灯し，留守番モード
になります。

'" 5. 600 し二J
S  .. Rt = - 1一一一

Gコ
D R S  

DD  8  I  I  i  
s . ocー’一一一

間む

~ 

'" 5.6 0  ii 仁三J町一一一V E -

4. 信号が入りスケルチが聞く等ベル表示点滅の条件が満たされ
ると受信信号の録音が始まります。（BE L L掛能の警報音は鳴
りません。）

5. 録音時聞がOになったらそのフレーズでの録音は終了します。
トランシーパーは自動的に次のフレーズになり，次にスケル
チが開くのを待ちます。
（フレーズはエンドレスに自動送りされます。）
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5. ブロックタイ戸グラム
TM- 231 / 231 D/ 231 S  

r:圃士：－：ァ－，「一寸「一寸
｜ 一一－一一 一一 I  I  :::,;: .. I  I  .~::.-;,, I  
L ＿一一」し－ － J
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TM- 431 / 431 D/ 431 S  

件也一一「 re~ 寸 F 一寸！田 11 ：：：ニ， I I  ，：：：ふ｜
L一一一ー ...J L  _ _  ...J L  
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TM- 531 

「一一一一吋「－，「－，
I  Iぉ：＂ I  I  .:::;;,, I  

」一一一」 L_. . . J L  

」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」
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6. 保守
6- 1 戸フターサービス
1. 保証書一一イ呆証書は必ず所定事項（ご購入店名，ご購入日）

の記入および記載内容をお確かめの上．大切に保存してくだ
さし、

2. 保証期間一一お買い上げの日より 1年間です。
正常な使用状態でこの期間内に万一故障が生じた場合，お手

6 - 2 故障とお考えになる前！こ
次のような症状は．故障ではありませんのでよくお調べくださ L、

症 状 原 国

電源スイッチをいれでもディ a. 電源コードの接続が逆になっている。
スプレイに何も表示しない。 b. ヒューズが切れている。

受信できない。 a. スケルチが閉じている。
V OLつまみを回しでも，スピ
ーカーから音が出なし、。

b.  I名古ヨ J ｜をとりつけている場合。

数ですが製品に保証書を添えて，お買い上げの販売店または
当社サービスセンター，営業所にご相談くださ L、。保証書の
規定に従って修理いたします。

3. 保証期間経過後の修理については．お買い上げの販売店また
は当社サービスセンター，営業所にご相談くださ L、修理に
よって機能が維持できる場合，お客様のご要望により有料で
修理いたします。

4. アフターサービスについてご不明な点は，お買い上げの販売
店または当社サービスセンター．営業所にご遠慮なくご相談
く丈ゴさい。

処 置

a. 付属のDCコードは赤が＠極，黒がθ 極です。
b. ヒューズが切れた原因に関する修理をした後，

指定のヒューズと交換してください。
付属のD Cコード： 20A× 2

a.  S Qつまみを再調整してください。

b  .  TONE / S HI F Tキーをf申して， CT CS SをOF Fに
してください，

トーンスケルチが動作している（CT CS S表示が
ついている）。
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症 状 原 因 処 置

送信できない。 a.  7 イクロフォン端子の差し込み不完全。 a.  7 イクロフォンを石笹実に差し込んでください。
b. アンテナの接続不良。 b. アンテナを確実に接続してください。

電源スイソチをいれた時．前に a. パソクアソプ用リチウム電池の寿命です。 a. ご購入店または当社サービスセンターで電4也を
メモリーした周波数が消えて初 交換してください（有料）。
期設定値になる。

弱し、信号が受信できない。 a. アンテナが正しく接続されていない。 a. アンテナについて（P. 6参照）

ティスプレイの表示が暗い。 a. 電源電圧が低下している。 a. 電源電圧はDC13. 8V士15% ( 11.  7～ 15. SV）で
す。

b. デイ 7 ーがO Nになっている。 b.  F キー続いて L OW/ DI Mキーを押してください。

向調つまみを回してもキーを押 a. キーロソクがO Nになっている。 a.  F キー続いて L OC Kキーを押してください。
しでも表示が変化しない。

R E V  O N中に R E V キーをJ甲し a.  シフトカぎO Nになっているため， R E V  OF Fする a.  F キー続いて T ONE / S HI F T キーを押して，シ
ても R E V OF Fにならない。 と戻る周波数がノ〈ンド外になる。 フ卜をOF Fにした後R E Vキーを押す。

レピーターをアクセスできない。 a.  トーン周波数等レピーターによる交信の条件が a.  レピーターによる交信P. 26参照。
満たされていない。

同調つまみを回しでも．或ると a. プログラ 7 フソレV F Oが動作している。 a.  V F Oキーを押しながら P OWE RスイソチをO N
ころ以上（または以下）しか周 (c. . －プログラ 7 ブルV F O 16ページ） にし，プログラ 7 ブル V F Oを解除します。（＜，
波数が変わらない。 V F Oリセソト 9 ページ）

RC- 20接続時： a.  トランシーパーの外部コントロール系がR C 10 a.  RC- 20対応に切り換えるために，いったんトラ

RC- 20のP OWE Rスイソチを押 対応モードになっている。 ンシーパーの電源を切って， M R キーを押しな
しでも，テr イスフ。レイ・ノ f ネル がら電源をO Nにしてください。

に周波数表示しかしない。 ご注意：すでに設定されているメモリーチャンネ
ルはすべてクリア されます。

RC- 10接続時： a.  トランシーパーの外部コントロ ル系がR C 20 a.  R C  I O対応に切り換えるために，いったん卜ラ
R C  10のP OWE Rスイソチを押 対応モードになっている。 ンシーパーの電源を切って， C A L L キーを押し
しでも，ティスフ。レイ・ノ f ネル ながら電源をO Nにしてくださ＇＇ o

の表示がおかしし、
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プ．戸クセサリ一〈別売〉
アー？ ？クセサリー

固定局用安定化電源

PS - 22 
( TM- 231 /  431のみ）

スピー力一（固定局用）

SP- 430 

マイクロホン

MC- 60 / 5 8  
単一指向性 ~· ダイナミック型

固定局用安定化電源

PS - 3 2  

多機能ノ、ンド
マイクロホン

MC- 4 4  

q舎
マイクロホン

MC- 8 0  
無指向性
エレク卜レット

．． 
0 ・

スピー力一（車載用） スピー力一（車載用）

SP- 41 S P - 5 0 8  

DT MF 1寸 マイクロホン（車載用）
多機能ハンド MC- 5 5  マイクロホン

MC - 4 4 DM 単一指向性
エレク卜レット型

、h

マイクロホン

MC- 8 5  
単指向性ット ~ ・
エレク卜レ
コンテ’ ンサ
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CT CS Sユニット

T S U- 6  
電話型リモ 卜コントローラ－

RC- 1 0  

クンイ一アコレ
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ク
q
L
チ

ン
一
ッ

ア
ミ
d

タ

載
引
ン

車
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．圃圃

ノイズフィルター

リモ 卜コントローラ

RC- 2 0  

命

D C電源コ ド

P G- 2 N 

一ω設
増設ケーブJレ

P G- 4 H 

Q
 

用一7ロ
ス

ト
一

、ノヱコ
7
2』

卜
一
引
い

一タ一
円
り

F

~uc:i2;" 斗
RC- 2 0接続例

リモートコントローラ－
RC- 2 0  
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ア－ 2 オプションの取り付け

ご注意：
ケースの取り外し，取り付けの前には，必ず電源スイッチ（固定
局の場合はD C電源のスイッチを含む）をOF Fにし，電源コードを
抜いてください。

7 - 2 - 1  • C T C S Sユニット（T S U- 6 )
1. 上側ケースのねじ 2 本を外 爪を後方へ引き抜いてから上へはずすo

します。 ／、，＿ 図 l

2. ケースを外します。（図1）。
3.  T US - 6に付属のクッショ

ン（小）をユニットの裏側
（コネクターのついていな
し、側）に貼付けます。
本体のコネクターをユニッ
トに接続します。

4. ユニットをシールドケース
の上に貼付けます。

5. コードをはさまないように
注意しながら上側ケースを
取り付けます。

6. 上面のネジを締めます。

7 - 2 - 2 . デジタル・レコー
ディング・ユニット DRU- 1
1.  T S U- 6の取り付け（図 1 )  

を参考にケースを開けます。
2.  3つのコネクターを本体に

差し込みます（図 3 ）。
両面テープの剥離紙をはが
します。

3. コードをはさまないように
注意しながら，ユニットを
本体に貼り，付属ねじ ( 1
本）で止めます（図 4 ）。

4. ケースをかふ、せ，ねじを止
めます0

・T S U 6とD R U 1を同時に組
み込む場合

D R U  l に付属のクッショ
ンでT S U- 6をDRU- 1に貼
付けます（図 5 ）。
（すでにT S U 6を本体に取
り付けてある場合は，一＿§ ＿
外してD R U 1に付け直し
てください。）
絶縁の為， T S U- 6のハンダ
面にも，残りのクッション
を貼ってください。

図 4

T SU- 6の車痩ヰオはこの聞を
通してください。

7  2  3. 電話型リモート・コントローラ RC- 1日

．コントロールをRC- 10に切り換えるには， R C 10を接続後，無線
機のC A L Lキーを押しながら P OWE RスイッチをO Nにしてく
fごさしミ。

e RC - 1 0のF キー，続いてV F Oキーを押すと， C A L Lチャンネルの
ON/ OF Fを行います。

・その他の機能については， RC- 10の取扱説明書をご覧下さい。
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8. 参考
・申請書の書き方
本機によりアマチュア無線局を申請する場合は、市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上申請して

ください。 QE: Pの箇所には、下記の表より該当する事項を記入してください。また、本機は J ARL登録機種ですか
ら、保証願に登録番号もしくは機種名を記載することにより、送信機系統図を省略することができます。
無線局事項書及び工事設計書 保証願

• l事.，， ..返信． 陣 2迅輔檀 使用するトフンン パ（送信装置）
. . 町帽，，， •n 咽 E ・＇ .哩 a・U 岨a aie u:  駐日噌且匝主宜

＇’ h事，＂＇喝・耳
⑦！農民する7ース ⑧付同袋R ⑨

⑩ （のりづtt)
よ草川機寄り ⑥出満州＇・＇名寄（山 I )

9の司1名寄りt 2) ( i i ' ] )  

植射. ，院主 F3 
電時間守正 "  

起人剛 F B 599DX 向作フ スタ 有
この枠内に、所定の払込用紙を使用して
郵便局または銀行で手数料3, 000円を払込

＂＇喧 ft.<111!!刷
第 i ; ) Hj機 ⑧ 有 み．そのとき発行される「郵便筆書払込

置周回方式 第 2活信機 有
畳付証明書j をはって〈ださい。

台
主情出力 ~ 第 3過信機 有 世

調血 圧⑤ ／ 
且置空中国同盟宜 ~ 圃匝E圃宜I I A /  
. 崎 町・酎 電量証事Z車に且＂晶量件仁脅量 Lτ ぃ晶 睡付園高 I I / 

（撞 I )
第 4遺伝機 有 関

悟 技術基準適合証明番号か J A R  L 童録槽

第 5迅（，＼縄 有 な 植の萱揖番号を記入し どちらでもない掲
く 告は揖種名か自作と記入します。

第 6illf,i 機 省 千 ，.；ト。、

TM- 231 TM- 231D TM- 231S  TM- 431 TM- 431D TM- 431S  TM- 531 
① 144M 144九f 144M 430M 430M 430M 1200M 
② 10 25 50 10 25 35 10 
③ 144MHz帯 144MHz帯 144MHz帯 430MHz帯 430MHz帯 430MHz帯 1200MHz帯
④ M57715× I  恥157737× 1 S- AV17× I  M57752× I  M57729× l  恥157788M× l M67711 × l  
⑤ 13. SV 13. SV 13. SV 13. SV 13. SV 13. SV 13. SV 
⑥ 使用する空中刻！の叩J式を記入してく ださい。

⑦ 10 25 50 10 25 35 10 

⑧ TJ2:J ま fこはTM231 A005Lま fこはTM231D Tl 24またはTM231S Tl 25ま fこl土TM4:ll A004Lま fこl土TM4:JID Tl 26ま fこはTM-431S Tl 27ま fこl土TM5:ll 
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・送信機系統図

TM- 231 /231 D/ 231 S  

TM- 431/ 431 D/ 431 S  

TM- 531 

＇＂剛一l ( S, 99山

（，主）
T M 431 M57752 
T M 4310 M57729 
T M 431S M57788M 
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・運用にあたってのご注意
電波を発射する前に

日本アマチュア無線機器工業会（JAIA)
ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局の周波数があり運用されています。これらの無線局の至近距離で電波を発射するとアマチュ

ア局が電波法令を満足していても、不測の電波障害が発生することがあり、移動運用の際は十分ご注意ください。特に次の場所での運用は
原則として行わず必要な場合は管理者の承認を得るようにしましょう。
民間航空機内、空港敷地内、新幹線車輔内、業務用無線局及び中継局周辺等。

参考無線局運用規則 第9章アマチュア局の運用（発射の制限等）
第258条 アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがあると

きは、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。 以下略

アフターサービスのお問い合わせは、
購入店または最寄りの当社サービスセンター
営業所をご利用ください。
商品に関するその他のお問い合わせは、
お害様相談室をご利用ください。

KEN~OOD 
朱式会社ケンウッド
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